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〜社会貢献企業（災害協定等締結業者）〜 

 

近年、豪雨災害が激甚化・頻発化し、各地で甚大な被害が発生しています。また、昼

夜を問わず交通事故等が発生し、交通への影響がみられます。社会貢献企業（災害協定

等締結業者）が、自然災害や事故発生時に、事務所管内の公共施設（道路・河川等）の

パトロール及び予防的処置、応急復旧工事等に「地域の守り手」として活躍しています。

今回は応急対応に着目して、活動内容等をご紹介します。【写真提供：協会各支部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路の安全を確保するための除雪作業（平野部）】 

平野部では雪道に慣れていないドライバーが多くいます。また、通勤・通学に欠かせな

いバス等の公共交通機能の維持、車や歩行者等の通行への影響を抑え、道路の安全

確保を図るため、社会貢献企業が対応します。 

【道路の安全を確保するための除雪作業（山間部）】 

標高の高い山間部や山沿いの道路では、降雪量が平野部よりも多くなります。    

道路沿いには住宅等が点在しており、降雪状況によっては地域が孤立することも  

想定されます。現地をパトロールした社会貢献企業の報告をもとに凍結防止剤の  

散布や除雪などを行います。 
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【深夜・早朝の事故にも対応、迅速な通行障害要因の撤去】 

交通事故は深夜・早朝でも発生します。事故の状況によっては、事故車両が移動   

できず道路利用者に大きな影響を及ぼします。社会貢献企業が現場に急行し、    

警察等と連携した応急対応を行い、道路の機能を取り戻します。 

【流出した土砂の撤去】 

近年の大雨により土砂流出が発生しています。パトロールや通報を踏まえ、       

社会貢献企業が現地を確認し、速やかに土砂の撤去等を行い。利用者の安全を   

確保しています。 
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【県民の「いのち」を守る「地域の守り手」のご紹介】 

平塚土木事務所の管内には、平塚・秦野・伊勢原といった３つの建設業協会の支部があります。

今回は秦野支部のご紹介です。 

従業員や作業員の健康に配慮する「集団健康診断」 

様々な講師招いての「建設業安全大会」 

【秦野支部からのメッセージ】 

（一社）神奈川県建設業協会秦野支部は、秦野市内で建設業を営む事業所２１社が加盟する   

団体です。我々建設業者は、大規模地震、大型台風、急な集中豪雨の発生などによる「地域の   

守り手」として応急復旧活動に携わり、更に、地域生活の向上や地域経済の発展を支える    

インフラの整備・維持の担い手でもあるため、県・市の関係部局のご指導の下、技術技能の向上

を目指し、行政や市民から信頼される存在を頂けるよう活動しています。 

 また、従業員や作業員の健康に配慮するため「集団健康診断」や労働基準監督署、消防署等の

担当者に講師をお願いして「建設業安全大会」などを開催し、外にも地域貢献活動として、 

「秦野たばこ祭り」や「市民の日」等のイベントにも協賛しています。 


